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テーマ「職員が積極的に関わりを持つ学修支援の在り方について」 

 

１． テーマ設定について 

（１）大学の役割 

 「社会人基礎力」という言葉に表れるように、社会に貢献する人材の育成が大学に求め

られていることに鑑み、「社会に貢献できる人材（目標設定や課題解決力を備えた人材）を

輩出すること」を大学の役割と捉えた。 

（２）役割を果たすために大学がすべきこと〜大学を取り巻く環境への対応〜 

 高校卒業生の過半数が大学に進学する「ユニバーサル化」により学生の多様化が進んで

いる。こうした環境の下、上記の役割を果たすための取り組みが急務となっている。 

（３）大学の現状 

 学生の多様化により、①学生の学習意欲が低下していること、②学生生活と大学での学

びに価値を見出せない学生が増えている現状がある。これに対応するには、①学生の学習

意欲を向上させる仕組み（適切に授業を評価し、改善結果を授業やカリキュラムに反映さ

せる仕組み）、②全学的な離籍者対策が必要である。しかし現状として大学の対応は十分で

なく、結果として大学の輩出する学生の質が保証されているとは言い難い。 

（４）テーマの設定理由 

 上記を踏まえ、①大学のキャンパスライフをトータルにサポートすること、②学生から

の評価を教員に対して適切にフィードバックし授業を改善することが重要だと考えた。中

でも職員が貢献できるのは、「教員と連携しながら広範な視野で学生の学修支援に積極的な

役割を果たす」ことだと考え、テーマを「職員が積極的に関わりを持つ学修支援の在り方

について」と設定した。 

 

２． 問題点の深堀り 

 学生の多様化への大学の対応の問題点として、以下の２点に着目した。 

 ①学びの動機付けが出来ておらず、学生サポートが活性化していないこと 

 ②授業に対しての PDCAサイクルのうち、C（Check）が有効に機能していないこと 

 

３． 解決策の検討 

 上記の問題点から「学生自身が学びの目標を設定し、達成度を確認できる仕組み」に着

目して解決策を検討した。 

 



４． 大学のイノベーションの提案〜具体的解決策〜 

 具体的な解決策として、「目標管理システム（CLMS : Campus Life Management 

System）」と、「キャンパスライフサポート制度」を提案する。前者は、大学における活動

（授業、部活、サークル、ボランティア等）に対して学生に目標とその目標に対しての自

己評価、コメント等を入力させ、教職員が担当する学生に対して入力された内容にフィー

ドバックを行うシステムである。後者は、自己管理が難しい学生に対して、教員・職員・

カウンセラーが適切なサポートを行う。また、学生によるラーニングアシスタントを導入

し、学生同士のつながりを強化する制度である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． イノベーション実現の道筋、成果と課題 

 上記の提案の実現にあたっては、システムの導入や、教職員への研修実施、ラーニング

アシスタントへの教育、学生の居場所作りなどが必要になる。こうしたアプローチの実現

には職員の力が欠かせない。さらに、この提案では職員が学生へのトータルな支援の窓口

となるため、その果たすべき役割は大きい。 

 ただし、実現にあたっての課題として、授業評価などアクセスの制限規定をどうするか、

全学生にフィードバックする人的余裕はあるのかという課題が残る。後者に対しては、取

りまとめとしてキャンパスライフサポートセンターといった組織を置き、サポーターの業

務量の調節や、サポーターと教員、カウンセラー、ラーニングアシスタント間の連絡を円

滑に行う支援をする必要がある。 

 こうした課題を克服しイノベーションが実現することで、離籍者数が低減するとともに、

学生が高いモチベーションと目的意識を持って授業に臨み、部活やサークル、ボランティ

アなど生き生きとした学生生活を送ることができると期待する。 

以上 
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＜前期授業開始前＞

4年間の目標 ： 卒業する。

2015年度前期の目標 ： 単位とる。

学生君

サポーター（職員）

メッセージ:

大学生活に不安はありませんか？

目標設定について、一度話あいましょう。

教員

LA（学生）

カウンセラー

目標設定や学生生活に問題がある学生に
ついて、関係者に対応や協力をあおぐ。

学生がCLMSに目標を登録

面談

授業でのケア

キャンパスライフ

サポートセンター
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学生とサポーター職員が一緒になってPDCAサイクルを回す。

学生の目標達成度に応じて、授業の内容を改善する。
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